
 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

６
月
26
日 

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会 

  

木
島
平
村
消
防
団
が
主
催
す
る
、
第
48
回
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
と
、
第
８
回
ラ
ッ
パ
吹
奏
ロ
ン
グ
ト

ー
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ポ
ン
プ
操
法
大
会
と
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
と
も
に
、
約

１
カ
月
間
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
で
き
た
大

会
で
、
若
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
姿
に
、
村
の
防
災
力
の

強
さ
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。
優
秀
な
成
績
の
チ
ー
ム
は
、

７
月
に
行
わ
れ
る
北
信
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

〔
大
会
の
結
果
〕 

◇
第
１
部
（
ポ
ン
プ
車
の
部
） 

・
優 

勝 

第
３
部
（
南
鴨
、
高
石
、
市
之
割
） 

・
２ 

位 

第
６
部
（
中
村
、
栄
町
、
小
見
、
和
栗
） 

◇
第
２
部
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
） 

・
優 

勝 

第
１
部
（
糠
千
、
柳
久
保
、
山
口
） 

・
準
優
勝 

第
４
部
（
中
島
、
部
谷
沢
、
庚
、
西
小
路
） 

・
３ 

位 

第
３
部
（
南
鴨
、
高
石
、
市
之
割
） 

◇
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
の
部
（
ラ
ッ
パ
） 

・
優 

勝 

持
田 

亮
（
４
部
） 

・
準
優
勝 

丸
山
一
樹
（
６
部
） 

・
３ 

位 

持
田
圭
一
（
４
部
） 

 

森
の
案
内
人
か
ら 

山
ナ
メ
ク
ジ 

こ
の
お
た
よ
り
は
木
島
平
村
か
ら
都
市
へ
出
て
生
活
を
し
て
い
る
方
へ
の
通
信
と
聞

き
ま
し
た
。 

今
、
木
島
平
村
は
「
農
村
文
明
」
を
提
唱
し
、
荒
廃
し
た
日
本
を
地
方
の
農
村
か
ら
蘇

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

田
舎
に
育
っ
た
人
の
あ
こ
が
れ
は
「
都
市
文
明
」
で
し
た
。
し
か
し
「
農
村
文
明
」
を

都
市
へ
行
っ
て
宣
伝
し
て
都
市
に
住
ん
で
い
る
方
の
目
を
農
村
に
向
け
よ
う
と
す
る
今

ま
で
と
は
逆
の
流
れ
を
起
こ
そ
う
と
い
う
の
で
す
。 

木
島
平
村
の
農
業
の
基
礎
は
水
田
で
す
。
そ
の
水
田
は
き
れ
い
な
水
を
元
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
き
れ
い
な
水
を
育
ん
で
い
る
の
は
村
の
東
の
山
奥
に
あ
る
、
カ
ヤ
の
平
の
ブ
ナ

森
で
す
。
私
は
こ
の
ブ
ナ
の
森
の
案
内
人
を
24
年
間
続
け
て
い
ま
す
。 

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
ブ
ナ
の
森
で
す

が
、
私
が
見
て
い
る
間
に
も
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。「
そ
の
変
化
っ
て
？
」
こ
こ
で
話

し
て
し
ま
う
と
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
是
非
、
カ
ヤ
の
平
高
原
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

私
（
山
ナ
メ
ク
ジ
こ
と
池
田
淳
夫
）
が
お
話
し
て
ご
案
内
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

   

カ
ヤ
の
平
高
原
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

 
 

７
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
約
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
広
が
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
は
圧
巻
で
す
。 

ま
た
、
真
夏
の
暑
い
時
期
に
標
高
１
４
０
０
ｍ

～
１
７
０
０
ｍ
の
カ
ヤ
の
平
高
原
は
気
温
３
０

度
以
上
を
観
測
し
て
い
る
地
上
と
は
対
照
的
で
、

約
10
度
は
温
度
差
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平成 23年 7月 15日発行 会報第 97号 



 

『『そそばば体体験験』』のご案内           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成２３年度 農村文明塾 農村学講座のご案内◆ 
農村学講座は、農山村が持つ魅力・価値を参加者が体験しながら楽しく研究出来る講座です。 

◇第１回テーマ「歴史から農村の暮らしを考える」 
８/20(土)14:00 開講式・記念講義 

       「農村文明が地球と人類を救う」 

18:00 交流会（古民家で歴史と郷土食を味わう） 

21日(日) 9:00 講義 

「考古学の立場から農村の暮らしを考える」 

11:00 現地研修「『算額・算塚』を訪ねる」 

14:00実習「『和算』にチャレンジ」 

22日(月) 9:00 村内めぐり 

「天然寺の歴史から村民の暮らしを考える」 

◇第２回テーマ「ブナの森を愉しむ」 
９/10(土) 14:00 講義「カヤの平の自然を学ぶ」 

現地研修「案内人とブナの森を歩く」 

18:00 交流会（「カヤの平」でバーベキュー） 

11日(日) 9:00 自由時間「ブナの森で風を感じる」 

14:00 実習「ブナの稚苗集め」 

12日(月) 午前９時 実習「ブナの稚苗で『ブナ便』を 

作って友達に送ろう」 

◇第３回テーマ「集落を愉しむ」 

10月15日(土)14:00 講義「村民による白書づくり」 

ガイダンス「集落の歩き方」 

18:00 交流会（集落の公民館で交流） 

16日(日) 9:00 現地研修「集落を歩く・地域の宝探し」 

14:00 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「集落の『宝物』を考える」 

17日(月) 9:00 実習「村を美しく－集落で景観づく

り」 

◇第４回テーマ「『地域の食』を知る」 

11月19日(土)14:00 講義「『農村の食を考える』」 

         実演「木島平米でおにぎりを作る」 

18:00 交流会（農家ﾚｽﾄﾗﾝで郷土食を楽しむ） 

20日(日) 早朝 座禅体験（村内の寺院） 

9:00 現地研修「『精進料理』を味わう」 

14:00 実習「野沢菜漬けにチャレンジ」 

21日(月) 9:00 実習「『地域の食』の現場を見る 

（加工場や直売所を訪ねる）」 
◇第５回テーマ「農村／木島平の手仕事を愉しむ」 
12月10日(土)14:00  講義「『暮らしの技』を考える」・講演『かみえちご山里ファン倶楽部』の取り組み」 

18:00  交流会（地域の温泉でゆったり交流） 

11日(日) 9:00  現地研修「紙すきに『手仕事』の技を見る」     14:00 実習「内山和紙で記念品づくり」 

12日(月) 9:00 閉講式・〔オプション〕施設見学など 

料金等問い合わせ先 木島平村教育委員会内 農村文明塾事務局 ０２６９－８２－２３５０ 

ホームページでも詳細情報が入手できます。「  農村文明塾  」 で検索！！ 

体 験 名 月日 時  間 

①種まき＆そば打ち体験 ８/６ ９時～13時 

②そばちょこ作り   

 成形の部 ８/２ 午前の部 9～12 時／午後の部 13～16時 

 色付けの部 ８/18 午前の部 9～12 時／午後の部 13～16時 

 お披露目の部 ９/中 17 時～20時 

③そば打ちｺﾝｸｰﾙ受賞そば試食会 9/３ 16時～18時 ※そば打ち技術コンクール終了後 

④そば花まつり 9/18 10 時～13時 

⑤刈り取り＆そば打ち体験 10/23 ９時～13時 

⑥年越しそば作り 12/28 9 時～11時 

年年
をを
通通
じじ
てて
そそ
ばば
のの
体体
験験  

をを
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？  

木島平村名水火口(ぼくち)そばの会事務局木島平村役場交流産業推進室 TEL:(0269)82-3111 

内容は講師の都合により変更になることがあります。 


